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　　　　　　　　　目平均気温丁皿（。C）
図8新積雪に含まれる雪の結晶形と目平均気温，新積雪の密度との関係（目平
　　均風速が1m・SeC■1を超える場合）
4．　む　す　ぴ
　新積雪の密度ρを目平均気温τα，目平均風速σおよびその時の雪の結晶形との関係にお
いて調べた．Tα，σともに24時間の平均値にすぎず，降雪中の気象状況を代表するものでは
ないため解析に際しては多少矛盾を含んでいるが（たとえば比較的暖かい時に降雪があり，
その後快晴となり夜間に急激にかつ大きく気温が低下したため，本来ταがO℃付近に位
置すると思われるρを一5～一6℃近辺にブロットせざるを得なかった例などがある），こ
こではそのような点にはふれないで，新積雪の深さからその時の重量（積雪相当水量）を推定
するためにρを求めてみた．その結果新庄における新積雪の密度の平均値は0，076g・cm－3
であるが，目平均気温が一1℃未満の場合にこれを強風時と微風時とに分けてみると，
σ＞1m・sec－tの時には0，078g・cm■3位，σ≦1m・sec－1の時には0，068g・cm－3位である
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ことが判明した．
おわりに
　観測の一部は，中村勉研究室長（現支所長）および東浦将夫研究員によっても行なわれまし
た　ここに記すとともに深く感謝致します．
　本研究は科学技術庁試験研究所経常研究費によって行なわれた．
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